
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
（
お
知
ら
せ
・
募
集
・
催
し
・
講
座
・
ス
ポ
ー
ツ
）

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
（
お
知
ら
せ
・
募
集
・
催
し
・
講
座
・
ス
ポ
ー
ツ
）

 

お
知
ら
せ

副
市
長
に
髙
野
義
宏
氏
を
選
任

　

琴
寄
市
長

は
、
市
議
会

７
月
臨
時
会

で
同
意
を
得

て
、
髙た
か
野の 

義よ
し
宏ひ

ろ 

氏
を
副
市
長
に
選

任
し
ま
し
た
。
任
期
は
、
８
月
１
日

か
ら
令
和
12
年
７
月
31
日
ま
で
の
４

年
間
で
す
。

　
髙
野
氏
は
、
本
市
の
産
業
振
興
部

長
な
ど
を
歴
任
し
ま
し
た
。今
後
は
、

副
市
長
と
し
て
、
市
長
を
補
佐
す
る

と
と
も
に
、
政
策
・
企
画
の
立
案
等

を
行
い
ま
す
。

問 

人
事
課　
　

  　
☎

（21）
２
３
５
１

栃
木
市
と
ち
介
商
品
券
２
０
２
６ 

使
用
期
間
は
10
月
31
日
ま
で

　
市
民
の
皆
様
に
お
配
り
し
た
「
栃

木
市
と
ち
介
商
品
券
２
０
２
６
」は
、

10
月
31
日
（
土
）
を
も
っ
て
、
使
用

期
間
が
終
了
し
ま
す
。

　
使
用
期
間
を
過
ぎ
る
と
買
い
物
に

使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
期
間
内

に
必
ず
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
商
品

券
が
使
用
で
き
る
取
扱
店
舗
は
、
商

品
券
に
同
封
し
た「
取
扱
店
舗
一
覧
」

の
ほ
か
、
の
ぼ
り
旗
お
よ
び
ポ
ス

タ
ー
の
あ
る
店
舗
で
す
。最
新
の「
取

扱
店
舗
リ
ス
ト
」
は
、
特
設
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※
本
事
業
は
商
工
振
興

課
よ
り
株
式
会
社
日
本

旅
行
栃
木
支
店
に
委
託

し
て
い
ま
す
。

問 

栃
木
市
と
ち
介
商
品
券
係
（
株

式
会
社
日
本
旅
行
栃
木
支
店
内
）

☎
０
５
０
（
１
７
９
３
）
２
１
７
８

10
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
の 

　

育
児
免
除
制
度
が
始
ま
り
ま
す

対
象　

令
和
８
年
10
月
１
日
以
降
、

１
歳
に
な
る
ま
で
の
子
を
養
育
す
る

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
（
実
父

母
・
養
父
母
）

届
出
時
期　
令
和
８
年
10
月
１
日
か

ら
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

免
除
期
間　
実
母
の
場
合:
産
前
産

後
免
除
期
間
に
引
き
続
く
９
か
月
間

（
産
前
産
後
免
除
期
間
と
合
わ
せ
て

最
大
13
か
月
間
）

実
父
ま
た
は
養
父
母
の
場
合:

子
を

養
育
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日
の
属
す

る
月
か
ら
、
１
歳
に
な
る
誕
生
日
の

前
月
ま
で
の
最
大
12
か
月
間

令
和
８
年
10
月
１
日
よ
り
前
か
ら
子

を
養
育
し
て
お
り
、
令
和
８
年
10
月

１
日
時
点
で
１
歳
未
満
の
場
合
（
実

母
の
場
合
）:

産
前
産
後
免
除
期
間

に
引
き
続
く
９
カ
月
間
の
う
ち
、
令

和
８
年
10
月
１
日
以
降
の
月
分

令
和
８
年
10
月
１
日
よ
り
前
か
ら
子

を
養
育
し
て
お
り
、
令
和
８
年
10
月

１
日
時
点
で
１
歳
未
満
の
場
合
（
実

父
ま
た
は
養
父
母
の
場
合
）:

令
和

８
年
10
月
１
日
以
降
、子
が
１
歳
に
な

る
誕
生
日
の
前
月
ま
で
の
期
間

育
児
免
除
期
間
の
取
扱
い　
育
児
免

除
期
間
と
し
て
認
め
ら
れ
た
期
間

は
、
保
険
料
を
納
付
し
た
も
の
と
し

て
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
額
に
反
映

さ
れ
ま
す
。

次
の
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い　

基
礎
年
金
番
号
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
（
個
人
番
号
）
の
わ
か
る
も
の
、

来
庁
さ
れ
る
方
の
ご
本
人
確
認
書
類

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
運
転
免
許

証
等
）、
委
任
状
（
代
理
人
が
手
続
き

す
る
場
合
。
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
）

場
所　
栃
木
年
金
事
務
所
（
城
内
町

１
丁
目
）、
保
険
年
金
課
（
市
役
所

本
庁
舎
２
階
）、
各
総
合
支
所
地
域

づ
く
り
推
進
課

問 
栃
木
年
金
事
務
所
☎

（22）
４
１
３
１

　

 

保
険
年
金
課　

  

☎
（21）
２
１
３
４

特
定
健
康
診
査
・
後
期
高
齢
者
健

康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う 

健
診
費
用
１
万
円
相
当
が
無
料

　
生
活
習
慣
病
の
多
く
は
進
行
す
る

ま
で
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
。
疾
病
の
早
期
発
見
、
生
活
習

慣
の
改
善
や
健
康
の
保
持
増
進
を
図

る
た
め
、
年
に
１
回
の
健
診
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
「
け
ん
し
ん
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
（
広
報
と
ち
ぎ
６
月
号
折
込

み
）」
お
よ
び
「
け
ん

し
ん
パ
ス
ポ
ー
ト
（
５

月
発
送
）」
を
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

40
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険

加
入
者
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加

入
者　

内
容　

身
長
・
体
重
・
腹
囲
測
定
、

診
察
、
血
圧
、
尿
・
血
液
検
査
、
心

電
図
、
眼
底
検
査
、
腎
機
能
検
査

申
込　
集
団
健
診　
電
話
（
健
康
増

進
課
☎

（25）
３
５
１
１
）

ま
た
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
予
約
に
て

個
別
健
診　

医
療
機
関
に
直
接
電

話
に
て

期
間　

令
和
９
年
２
月
28
日
（
日
）

ま
で

お
持
ち
い
た
だ
く
も
の　

受
診
券
・

マ
イ
ナ
保
険
証
ま
た
は
資
格
確
認
書

（
受
診
券
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
、

再
発
行
し
ま
す
の
で
、
保
険
年
金
課

（
☎

（21）
２
１
３
３
）
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
）

※
集
団
健
診
・
個
別
健
診
の
い
ず
れ

か
を
年
に
１
回
受
診
で
き
ま
す
。（
人

間
ド
ッ
ク
の
助
成
を
受
け
た
方
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
）
／
複
数
受
診
さ
れ

ま
す
と
、
費
用
を
返
還
し
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

40
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者

で
職
場
の
健
康
診
断
等
を
受
診
し

て
い
る
方
へ　
市
の
特
定
健
診
や
人

間
ド
ッ
ク
の
助
成
を
受
け
ず
、
職
場

の
健
康
診
断
や
人
間
ド
ッ
ク
等
を
受

診
し
た
場
合
は
、保
険
年
金
課（
☎

（21）

２
１
３
３
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

市
に
受
診
状
況
の
登
録
が
な
い
場
合
、

健
診
未
受
診
と
み
な
さ
れ
、受
診
勧
奨

通
知
が
届
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問 

健
診
の
申
込
み
に
関
す
る
こ
と

健
康
増
進
課
☎

（25）
３
５
１
１

受
診
券
に
関
す
る
こ
と

保
険
年
金
課
☎

（21）
２
１
３
３

市
税
・
保
険
料
の
納
付
は
安
心
・

便
利
な
口
座
振
替
を

　
市
税
等
の
納
付
は
、
安
心
・
便
利

な
口
座
振
替
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
納
期
限
や
納
め
忘
れ
を
気
に
す

る
こ
と
な
く
、
ま
た
一
度
手
続
き
を

す
れ
ば
解
約
す
る
ま
で
自
動
的
に
引

き
落
と
し
で
き
ま
す
。

利
用
で
き
る
市
税
等
※
普
通
徴
収
に

限
る　

市
県
民
税
・
森
林
環
境
税
、

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、
軽
自

動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護

保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

受
付
窓
口　
収
税
課
、各
総
合
支
所
、

各
支
所
・
出
張
所
、
次
の
取
扱
金
融

機
関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
直
接
最
寄

り
の
郵
便
局
へ
申
込
み
）

取
扱
金
融
機
関　
足
利
銀
行
、
み
ず

ほ
銀
行
、
三
井
住
友
銀
行
、
群
馬
銀

行
、
常
陽
銀
行
、
栃
木
銀
行
、
栃
木

信
用
金
庫
、
足
利
小
山
信
用
金
庫
、

佐
野
信
用
金
庫
、
鹿
沼
相
互
信
用
金

庫
、
下
野
農
業
協
同
組
合
、
上
都
賀

農
業
協
同
組
合
、
中
央
労
働
金
庫
、

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
す
べ
て
の
本
支
店

が
利
用
可
）

申
請
に
必
要
な
も
の

①
取
引
金
融
機
関
の
通
帳
②
通
帳
届

出
印
③
納
税
通
知
書
・
納
入
通
知
書

等
の
賦
課
状
況
が
分
か
る
も
の

振
替
開
始
時
期

申
込
日
の
翌
月
末
以
降
の
納
期
か
ら

振
替
を
開
始
し
ま
す
。

（
例
）
令
和
８
年
10
月
中
に
申
込
み

➡
令
和
８
年
11
月
30
日
納
期
限
の
も

の
か
ら
振
替
を
開
始

注
意
事
項

・
一
度
の
口
座
振
替
申
込
み
で
毎
年

継
続
さ
れ
ま
す
。
口
座
の
解
約
・
変

更
が
あ
っ
た
場
合
に
は
再
度
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

・
過
去
に
国
民
健
康
保
険
税
や
軽
自

動
車
税
等
が
課
税
さ
れ
、
口
座
振
替

を
ご
利
用
の
方
で
変
更
や
停
止
の
申

込
を
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
再
度
課

税
さ
れ
た
際
に
当
時
の
口
座
か
ら
振

替
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
口
座
の
確
認
や

停
止
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
左
記
問

合
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
固
定
資
産
税
の
共
有
名
義
分
（
○

○
○
○
外
１
名
な
ど
）
の
口
座
振
替

は
個
人
と
は
別
で
申
込
み
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
の
申

込
者
は
納
税
義
務
者
（
世
帯
主
）
の

方
と
な
り
ま
す
。
賦
課
状
況
に
よ
っ

て
申
込
内
容
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、

正
し
く
お
申
込
み
で
き
る
よ
う
、
必

ず
納
税
通
知
書
・
納
入
通
知
書
等
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問 

収
税
課　

       

☎
（21）
２
７
６
７

献
血
へ
の
ご
協
力
の
お
ね
が
い

　
命
を
救
う
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
献
血
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。　

日
時　
10
月
26
日
（
月
）

受
付
時
間:

10
時
～
11
時
45
分
、
13

時
～
16
時

場
所　
市
役
所
本
庁
舎
（
万
町
）
３

階
正
庁

対
象　
16
歳
～
69
歳
の
方
。た
だ
し
、

65
歳
以
上
の
方
に
つ
い
て
は
60
歳
～

64
歳
に
献
血
経
験
が
あ
る
方
に
限
る

内
容　

４
０
０
㎖
献
血
ま
た
は

２
０
０
㎖
献
血
（
２
０
０
㎖
献
血
は

先
着
順
で
、
定
員
に
達
し
次
第
受
付

を
終
了
し
ま
す
）

所
要
時
間 

30
～
40
分
程
度
（
混
雑

状
況
に
よ
り
前
後
す
る
こ
と
が
ご
ざ

い
ま
す
）

問 

健
康
増
進
課　

  

☎
（25）
３
５
０
０

栃
木
市
総
合
防
災
訓
練

　
避
難
訓
練
、
応
急
救
護
訓
練
、
救

出
・
救
助
訓
練
、
消
火
訓
練
等
の
各

種
訓
練
の
ほ
か
、
は
し
ご
車
搭
乗
体

験
、
Ｖ
Ｒ
防
災
体
験
車
、
炊
き
出
し

等
の
体
験
や
防
災
に
関
す
る
展
示

ブ
ー
ス
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

日
時　
10
月
３
日
（
土
）
９
時
～
11

時
（
荒
天
中
止
）

場
所　
都
賀
市
民
運
動
場
（
都
賀
町

原
宿
）

問 

危
機
管
理
課    

☎
（21）
２
５
５
１

障
害
基
礎
年
金
の
ご
案
内

　
病
気
や
ケ
ガ
で
障
が
い
が
残
っ
た

と
き
、
障
害
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

概
要  

障
が
い
の
原
因
と
な
っ
た
病

気
や
ケ
ガ
の『
初
診
日
が
65
歳
未
満
』

の
方
が
、
一
定
の
障
が
い
の
状
態
に

な
っ
た
と
き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
た

だ
し
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て

い
る
方
は
、
障
害
基
礎
年
金
の
請
求

が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

年
金
額
（
年
額
）

１
級　
　
１
，
０
５
９
，
１
２
５
円

２
級　
　
　
　
８
４
７
，
３
０
０
円

※
障
害
者
手
帳
の
等
級
と
は
異
な
り

ま
す
。

年
金
受
給
要
件  

初
診
日
の
前
日

に
、
初
診
日
の
あ
る
月
の
前
々
月
ま

で
の
被
保
険
者
期
間
の
う
ち
、
保
険

料
の
未
納
が
３
分
の
１
以
上
あ
る
場

合
は
、
障
害
基
礎
年
金
の
請
求
は
で

き
ま
せ
ん
。（
た
だ
し
、
初
診
日
が

令
和
18
年
３
月
31
日
ま
で
に
あ
る
と

き
は
、
初
診
日
の
あ
る
月
の
前
々
月

ま
で
の
１
年
間
に
未
納
が
な
け
れ
ば

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）

必
ず
事
前
に
ご
相
談
を  
初
診
日
と

通
院
歴
を
お
調
べ
の
う
え
、
基
礎
年

金
番
号
が
わ
か
る
も
の
ま
た
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
初
診
日
が
第
３
号
被
保
険
者
期

間
中
ま
た
は
厚
生
年
金
期
間
中
の
場

合
の
相
談
先
は
、
年
金
事
務
所
に
な

り
ま
す
。　

場
所　
栃
木
年
金
事
務
所
（
城
内
町

１
丁
目
）、
保
険
年
金
課
（
市
役
所

本
庁
舎
２
階
）

問 

栃
木
年
金
事
務
所
☎

（22）
４
１
３
１

　

保
険
年
金
課  　
☎

（21）
２
１
３
４

10
月
は
不
法
投
棄
防
止
重
点
監
視
月
間

　
不
法
投
棄
は
、
私
た
ち
の
生
活
環

境
の
破
壊
に
つ
な
が
り
、
法
律
で
も

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
不

法
投
棄
禁
止
の
看
板
や
監
視
カ
メ
ラ

の
貸
出
、
不
法
投
棄
監
視
員
に
よ
る

巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
な
ど
の
対
策

を
行
っ
て
い
ま
す
。
不
法
投
棄
は
、

絶
対
に「
し
な
い
」「
さ
せ
な
い
」「
許

さ
な
い
」
と
い
う
意
識
を
持
ち
、
不

法
投
棄
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

問 

ク
リ
ー
ン
推
進
課
☎

（31）
２
４
４
７

集
団
健
診
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
▶

個
別
健
診
医
療
機
関
一
覧
▶

集
団
健
診
日
程
一
覧
▶
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